
図‐1 標尺と各種センサー設置状況 

図‐2 斜面上のガタ土堆積高さの経月変化 

図‐3 ガタ土堆積断面の変化(L2 地点) 
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：流れてきたヨシやゴミが標尺に絡まっていた

強混合型感潮河川河岸部のガタ土堆積に関する現地調査 
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1．はじめに 強混合型の感潮河川である六角川水系牛津川では，高濃度の浮泥が潮汐の影響を受けて河道内を移

動しており，静穏域に達するとその多くが沈降し，ガタ土として堆積している．ガタ土の堆積は河道断面の狭小

化や流下能力の低下を引き起こし，河川管理上重要な課題となっている．本研究では，河岸ガタ土斜面上におけ

るガタ土堆積のメカニズムを解明するため，牛津川河岸部において，ガタ土堆積の長期モニタにング，懸濁物質

の輸送，浮泥の流動に関する一連の調査を行った． 

２．調査方法 

２．１ 傾斜面上におけるガタ土堆積の長期モニタリング 

 ガタ土面の変化を計測するため，六角川水系牛津川の 4.5km

地点を調査地点とした．ガタ土堆積の測定は左岸水際ガタ土面

上に標尺を設置し，定期的に標尺値を読み取ることにより行っ

た．標尺は 4.5km を中心に岸側から流心側に 5m 間隔で P1～P5

測点を設け，また流れ方向±5m にも同様に測線を定め，計 3 測

線（L1～L3）とし，標尺設置は計 15 地点となった．  

２．２ 傾斜面上での懸濁物質の挙動に関する現地調査 

ガタ土斜面上を流動する懸濁物の挙動を把握するため，ガタ土堆積の長期モニタリングを実施している地点（牛

津川 4k500m）に，流速計（旧アレック電子社製，COMPACT-EM），クロロフィル濁度計（旧アレック電子社製，

COMPACT-CLW），水位計（旧アレック電子社製，COMPACT-TD）を P1～P3，P3～P5 の区間ごとの 2 回に分けて設置し，

P1～P3 区間（調査①）は 2011 年 10 月 26 日（大

潮）～2011 年 10 月 27 日（大潮），P3～P5 区間

（調査②）は 2012 年 1 月 9 日（大潮）～2012

年 1 月 10 日（大潮）の期間でモニタリングを

実施した(図‐1 参照)．調査①の際，設置した

流速計の不具合により十分なデータ収集が行

えず，ここでは取り扱っていない．流速計と濁

度計の測定間隔は 2 分毎，水位計の測定間隔は

1 分毎としてデータを収集した．また，経斜面

上のガタ土堆積のメカニズム解明のため，底面

に沈積するフラックスを換算するため，セジメン

トトラップを設置した．また，セジメントトラッ

プ内に流入する懸濁物のうち，上層水中からの SS

沈降と斜面上を流下する浮泥の効果を検討するた

め，セジメントトラップの開口部(6.9cmφ)を調査

①では，P2 地点の底面と底面から 10cm 高い位置

になるように設置し，調査②では先の P2 地点で同

じように２つ設置し，加えて P4 地点で開口部を底

面，底面から 10cm，20cm，30cm の位置に 4 つ設置

した．設置期間は２潮汐とし，セジメントトラップ

内の土量を計測し，これを設置開口部の高さに応じた水没時間と開口面積（37.39cm2）で除することで沈降フラッ



 

図‐4 水位，流速，SS，フラックスの経時変化 

図‐5 各高さ毎の沈降フラックス(調査②） 
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クスを求めた． 

３．結果及び考察 図‐2 は，測線 L2 における P1～P5 の

ガタ土面の高さ変化を示したものである．ガタ土基準面は

2010 年 8 月 20 日とした．降雨等の影響で不規則な挙動を

示す期間もあるが，基本的には年平均水位より地盤高の高

い位置では堆積傾向，低い位置では平衡あるいは減少傾向

であることがわかる．これは，2010 年度の調査結果と同じ

であった１）．堆積速度は降雨等の外的要因が少ない 2011 年

5 月 19 日までの期間では，標高が高い P1～P3 でそれぞれ，

0.99，1.14，1.25(mm/day)で，平均水位より標高が低い P4，

P5 でそれぞれ 0.33，-0.22(mm/day)であり，計測期間全体

では，P1～P3 で，0.79，0.66，0.45(mm/day)，P4，P5 で-0.59，

-0.57(mm/day)であった．実際，ガタ土堆積面の変化をモニ

タリングすると図‐3 のようになり，この図からも平均水

位より高い位置でのガタ土堆積が読み取れる． 

図‐4 は各種センサーの計測結果に基づき，水位，浮遊

懸濁物質濃度（SS），堤防方向を正とした流速ベクトルおよ

び SS フラックスについて時系列変化として示したもので

ある．調査①，②ともに上げ潮時に高濃度の SS が輸送され，

流速減衰期に急激な SS 低下が生じ，傾斜底面上での SS の

沈降が促進される．下げ潮時には，地盤高の高い地点ほど

水中の SS は高くならない．これは地盤高の高い地点に輸送

されてきた高濁度の SS が，緩やかな流れ場の中で底面方向

へ移行したためである．逆に，地盤高の低い地点では SS が

高くなり，傾斜面直上に形成された高濃度の浮泥が流出す

るため，傾斜底面への沈積・滞留が抑制されたと考えられ

る．これは，図‐3 および図‐4 の結果からも妥当といえる．

図‐5 は，傾斜面上に設置したセジメントトラップによる

調査結果である．平均水位よりも地盤高の高い P2 地点では，

底面への沈降フラックスが 20.5kg/m
2
/day で，底面より 10cm

高い場合（12.1 kg/m
2
/day）のおよそ 2 倍となった．また，

平均水位よりも地盤高の低い P4 地点では，設置高さによ

る大きな変化は見られず，P2 地点よりも低い値を示して

いた．これは，傾斜面上に形成された高濃度の浮泥層が

水位低下する水塊とともに河川水ともに下流域へ流下したためといえる． 

４．おわりに 今後もガタ土堆積に関する長期的なモニタリングを通じ，

ガタ土堆積メカニズムの解明を進める予定である．なお，本研究は H23

年度河川技術開発制度（地域課題分野）及び H23 年度河川整備基金の

助成のもとに実施した．また，九州地方整備局武雄河川事務所より各

種データの提供を受けた．ここに記して謝意を表す． 
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